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1. 平成29年12月期第2四半期の連結業績（平成29年1月1日～平成29年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年12月期第2四半期 28,153 △19.7 △1,051 ― △1,045 ― △1,157 ―

28年12月期第2四半期 35,062 △22.4 454 △90.9 417 △91.6 △464 ―

（注）包括利益 29年12月期第2四半期　　△1,099百万円 （―％） 28年12月期第2四半期　　△265百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年12月期第2四半期 △17.95 ―

28年12月期第2四半期 △7.13 ―

(注)　平成28年７月１日付で、普通株式について10株を１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと

仮定 し、１株当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年12月期第2四半期 60,236 43,403 71.9

28年12月期 58,406 44,500 76.0

（参考）自己資本 29年12月期第2四半期 43,307百万円 28年12月期 44,407百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年12月期 ― ― ― 0.00 0.00

29年12月期 ― ―

29年12月期（予想） ― 0.00 0.00

3. 平成29年12月期の連結業績予想（平成29年 1月 1日～平成29年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

通期 63,500 1.2 100 ― 150 ―

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年12月期2Q 66,388,103 株 28年12月期 66,388,103 株

② 期末自己株式数 29年12月期2Q 1,918,069 株 28年12月期 1,918,017 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年12月期2Q 64,470,051 株 28年12月期2Q 65,117,446 株

(注)　平成28年７月１日付で、普通株式について10株を１株の割合で株式併合を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が

行われたと仮定し、期末発行済株式数（自己株式を含む）、期末自己株式数及び期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

業績予想の前提となる仮定等につきましては、【添付資料】３ページ「（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

文中の将来に関する事項は、当第２四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、欧米や東アジア地域における政治リスクや地政学的リスクに

は引き続き留意を要する状況ではありながら、雇用環境の改善などを背景に、緩やかな回復基調が持続いたしまし

た。

当社主要事業における訪日外国人観光客の動向に関しましては、航空座席数の増加や航空路線の拡大、クルーズ

船の寄港数増加、チャーター便の就航等により、４月～６月（３ヶ月間）の訪日旅行客数が推計で722万人（前年比

21.1％増加）を記録、５月にはこれまでで最も早いペースで年間累計1,000万人を超えるなど、堅調に推移いたしま

した。また、訪日外国人消費動向におきましては、消費総額は１兆766億円（前年比13.0％増加）と四半期で過去最

高を記録、訪日外国人旅行消費額の費目別構成比では、買物代が38.5%と最も多く、次いで宿泊料金（27.5%）、飲

食費（19.4%）、交通費（11.3%）の順で多くなっており、前年同期で比べると大きな変化は見られないものの、訪

日旅行における旅行そのものの楽しみ方が多様化してきております。

このような状況の中、当社グループでは既存の物販事業だけではなく、「モノ＋コト」の新たな取り組みを展開

いたしております。２月には、発行枚数50億枚以上とされるUnionPay（銀聯）が提供する「優計画」に加盟、さら

に、ユーザー数が６億人以上とされるWeChat（微信）を通じた独自のポイント会員サービスを開始し、訪日前の効

果的な広告宣伝活動とサービスの拡充を行っております。４月には、世界的にも有名な宝飾グループ「周大福珠宝

集団有限公司（香港）」と業務提携しファッション性の高いジュエリーを展開、６月には、訪日外国人消費の中で

も好調な化粧品に特化した「ＪＣＬ（ジャパンコスメラウンジ）」を既存の３店舗内に展開、化粧品（モノ）を体

験（コト）しながらお楽しみいただく「モノ＋コト」のトータルサービスの一環として展開するなど、多様化に対

応しながら専門性を高めております。また、不採算店舗の見直しやコストの合理化などの取り組みも継続的に行っ

ております。さらに、靴事業においては、製造から販売までを一貫して提供する体制（ＳＰＡ）に向けた、連結子

会社合併の取り組みを進めております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高281億53百万円（前年同期は350億62百万円、19.7％

減）、営業損失10億51百万円（前年同期は４億54百万円の利益）、経常損失10億45百万円（前年同期は４億17百万

円の利益）となりました。７月には、既存事業である免税店舗販売を中心とした「国内リテール事業本部」、商業

施設の企画・開発・運営などを中心とした「ＳＣディベロップメント事業本部」、コト消費コンテンツの企画・開

発・運営などを中心とした「コンテンツ・サービス事業本部」、中国大陸や台湾向けのＥＣ販売や卸売などを中心

とした「ＭＤ事業本部」など、それぞれの業務の効率化と専門性を高める組織変更を行いました。引き続き、不採

算店舗の見直しやコストの合理化を行うと共に、事業の効率化と専門性を高めて参ります。

事業の種類別セグメントの業績は、次の通りです。

① 国内リテール事業

当事業セグメントにおきましては、当第１四半期連結会計期間から引き続き、集客力の強化、不採算店舗の見

直しやコストの合理化、訪日旅行客の多様化に対応するため、「モノ＋コト」への取り組みを進めております。

一部不採算店舗の閉鎖等のコスト削減にも努めて参りました。また、靴事業においても当第２四半期連結会計期

間においては採算の改善が見られたものの、客単価の下落（前年同期比△5,654円）等による売上高減少により、

当第２四半期連結累計期間の売上高は273億13百万円（前年同期は332億45百万円、17.8％減）、営業損失は62百

万円（前年同期は18億91百万円の利益）となりました。

② 海外事業

当事業セグメントにおきましては、前連結会計年度において全ての小売店舗の営業を終了し、中国大陸・台湾

向け商品の卸売・物流体制等を再構築中であります。商品の卸売について一部開始されたものの、利益を確保す

るまでにいたらず、当第２四半期連結累計期間の売上高は５億91百万円（前年同期は15億37百万円、61.5％減）、

営業損失は１億５百万円（前年同期は３億４百万円の損失）となりました。

③ その他事業

当事業セグメントにおきましては、主に不動産賃貸事業を営んでおります。当第２四半期連結累計期間の売上

高は、２億80百万円（前年同期は２億85百万円、1.8％減）、営業損失は１億12百万円（前年同期は44百万円の損

失）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、602億36百万円（前連結会計年度末584億６百万円）となりました。

総資産の増加は、主に、現金及び預金が203億91百万円、建設仮勘定が10億89百万円増加したものの、

長期性定期預金が190億円、商品及び製品が12億63百万円減少したことによるものであります。

（負債）

負債合計は、168億32百万円（前連結会計年度末139億５百万円）となりました。

負債の増加は、主に、支払手形及び買掛金が10億75百万円、短期借入金が13億57百万円増加したことによる

ものであります。

（純資産）

純資産合計は、434億３百万円(前連結会計年度末445億０百万円)となりました。

純資産の減少は、主に、利益剰余金が11億57百万円減少したことによるものであります。

　②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ11億39百万円増加し、

40億３百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは13億６百万円の収入（前年同期11

億59百万円の収入）となりました。

これは主に、たな卸資産の減少12億37百万円があった事によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、19億18百万円の支出（前年同期

35億66百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出16億99百万円があった事によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、12億70百万円の収入（前年同期

22億０百万円の支出）となりました。

これは主に、長期借入金返済による支出72百万円があったものの、短期借入れによる収入13億57百万円があ

った事によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間の業績の状況を踏まえ業績予想の見直しを行った結果、平成29年２月14日付の「平成28

年12月期決算短信[日本基準]（連結）」により公表いたしました「平成29年12月期の業績予想」を修正しておりま

す。

詳細につきましては、本日公表いたしました「特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照

ください。

今後、業績に重要な変動が見込まれる場合には、別途公表いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,863,943 23,255,611

受取手形及び売掛金 3,086,502 3,133,269

商品及び製品 13,664,873 12,401,523

仕掛品 61,457 92,419

原材料及び貯蔵品 125,343 123,280

未収入金 1,455,475 1,474,114

前渡金 727,741 835,225

前払費用 571,535 707,436

1年内回収予定の差入保証金 68,681 68,681

その他 454,690 833,434

貸倒引当金 △75,878 △17,476

流動資産合計 23,004,365 42,907,520

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,977,614 4,240,461

機械装置及び運搬具（純額） 45,301 36,601

工具、器具及び備品（純額） 1,783,042 1,660,240

土地 517,159 517,159

リース資産（純額） 92,249 97,338

建設仮勘定 80,789 1,170,758

有形固定資産合計 6,496,156 7,722,559

無形固定資産

のれん 376,279 335,964

商標権 76,811 67,441

ソフトウエア 234,060 328,930

リース資産 13,201 11,269

ソフトウエア仮勘定 78,820 -

その他 901 901

無形固定資産合計 780,074 744,507

投資その他の資産

投資有価証券 764,996 439,801

関係会社株式 202,000 202,000

関係会社出資金 2,574,896 2,574,896

長期性定期預金 19,000,000 -

長期貸付金 531,488 529,760

敷金及び保証金 5,165,655 5,244,625

その他 295,586 295,099

貸倒引当金 △471,235 △459,979

投資その他の資産合計 28,063,388 8,826,204

固定資産合計 35,339,619 17,293,271

繰延資産

株式交付費 62,018 35,438

繰延資産合計 62,018 35,438

資産合計 58,406,003 60,236,231
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年12月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,164,045 5,239,990

短期借入金 4,843,300 6,200,800

1年内返済予定の長期借入金 69,014 99,338

未払金 1,797,228 1,560,856

未払費用 459,235 637,761

リース債務 31,115 36,336

未払法人税等 35,089 235,299

賞与引当金 77,760 103,858

役員賞与引当金 66 -

ポイント引当金 6,404 12,498

製品補償損失引当金 18,683 17,206

厚生年金基金脱退損失引当金 100,000 100,000

資産除去債務 6,248 -

その他 292,398 657,272

流動負債合計 11,900,591 14,901,218

固定負債

長期借入金 301,363 199,342

長期預り保証金 347,622 314,534

退職給付に係る負債 425,949 489,163

役員退職慰労引当金 23,633 23,633

リース債務 74,078 73,397

訴訟損失引当金 2,218 2,218

事業構造改善費用引当金 541,875 541,875

資産除去債務 252,116 257,090

繰延税金負債 19,762 24,353

その他 16,361 5,806

固定負債合計 2,004,980 1,931,415

負債合計 13,905,571 16,832,634

純資産の部

株主資本

資本金 22,633,662 22,633,662

資本剰余金 18,920,205 18,920,205

利益剰余金 4,771,696 3,614,393

自己株式 △2,419,850 △2,419,884

株主資本合計 43,905,713 42,748,376

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,973 24,153

退職給付に係る調整累計額 △17,158 △17,158

為替換算調整勘定 509,148 552,426

その他の包括利益累計額合計 501,963 559,421

新株予約権 92,753 95,798

非支配株主持分 - -

純資産合計 44,500,431 43,403,596

負債純資産合計 58,406,003 60,236,231
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

売上高 35,062,022 28,153,193

売上原価 22,556,369 17,203,977

売上総利益 12,505,653 10,949,216

販売費及び一般管理費

広告宣伝費 108,996 173,761

販売手数料 4,852,027 3,321,228

販売促進費 78,610 439,821

運搬費 244,537 195,055

減価償却費 388,558 507,606

のれん償却額 - 40,315

給料及び手当 2,242,677 2,547,363

法定福利費 340,252 370,434

退職給付費用 63,307 81,559

賞与 6,146 2,290

賞与引当金繰入額 128,212 103,858

役員賞与 4,597 -

役員賞与引当金繰入額 333 -

地代家賃 2,258,137 2,993,598

賃借料 57,590 106,693

その他 1,276,952 1,117,319

販売費及び一般管理費合計 12,050,939 12,000,905

営業利益又は営業損失（△） 454,713 △1,051,688

営業外収益

受取利息 61,984 100,906

受取配当金 - 4,501

貸倒引当金戻入額 12,404 -

その他 21,915 38,518

営業外収益合計 96,304 143,927

営業外費用

支払利息 8,207 17,678

売上割引 1,207 1,123

株式交付費償却 26,579 26,579

シンジケートローン手数料 - 33,196

為替差損 92,059 35,014

その他 5,576 24,191

営業外費用合計 133,631 137,783

経常利益又は経常損失（△） 417,386 △1,045,545

特別損失

減損損失 - 76,267

固定資産除却損 16,950 -

店舗整理損 283,967 11,712

事業構造改善費用引当金繰入額 191,875 -

特別損失合計 492,794 87,979

税金等調整前四半期純損失（△） △75,407 △1,133,524
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

法人税、住民税及び事業税 127,335 25,217

法人税等調整額 261,663 △1,439

法人税等合計 388,998 23,778

四半期純損失（△） △464,406 △1,157,302

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） - -

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △464,406 △1,157,302
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

四半期純損失（△） △464,406 △1,157,302

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △17,130 14,180

為替換算調整勘定 216,095 43,277

その他の包括利益合計 198,965 57,457

四半期包括利益 △265,441 △1,099,845

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △265,441 △1,099,845

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △75,407 △1,133,524

減価償却費 399,073 532,070

減損損失 - 76,267

株式交付費償却 26,579 26,579

のれん償却額 - 40,315

店舗整理損 283,967 11,712

貸倒引当金の増減額（△は減少） △13,418 △69,752

賞与引当金の増減額（△は減少） △66,793 26,098

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △18,231 -

退職給付に係る負債の増減額(△は減少) 15,603 63,213

製品補償損失引当金の増減額（△は減少） △1,532 △1,476

事業構造改善費用引当金の増減額（△は減少） 191,875 -

受取利息及び受取配当金 △61,985 △105,408

支払利息 8,207 17,678

有形固定資産除売却損益（△は益） 16,950 -

売上債権の増減額（△は増加） 506,313 △35,174

たな卸資産の増減額（△は増加） 457,604 1,237,756

仕入債務の増減額（△は減少） 263,707 1,047,650

未収入金の増減額（△は増加） 111,911 △10,410

前渡金の増減額（△は増加） 208,886 △102,182

未払金の増減額（△は減少） 58,324 △238,052

長期未払金の増減額（△は減少） △146,524 -

預り保証金の増減額（△は減少） △9,210 △33,088

その他 △290,919 △178,642

小計 1,864,987 1,171,635

利息及び配当金の受取額 15,556 15,046

利息の支払額 △8,207 △17,678

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △712,352 137,958

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,159,982 1,306,961

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △2,238,663 △1,699,053

無形固定資産の取得による支出 △172,823 △135,127

投資有価証券の取得による支出 △344,499 -

投資有価証券の売却による収入 - 345,405

関係会社出資金の取得による支出 △2,574,896 -

短期貸付けによる支出 - △300,000

長期貸付けによる支出 △16,500 -

長期貸付金の回収による収入 - 1,728

敷金及び保証金の差入による支出 △407,560 △455,580

敷金及び保証金の回収による収入 8,755 324,018

定期預金の預入による支出 △100,000 -

定期預金の払戻による収入 2,277,400 -

その他 2,216 190

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,566,571 △1,918,417
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年１月１日
　至 平成28年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年１月１日
　至 平成29年６月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 895,000 1,357,500

長期借入金の返済による支出 △69,014 △72,619

自己株式の取得による支出 △1,998,298 △34

リース債務の返済による支出 △41,057 △16,955

新株予約権の発行による収入 - 3,044

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得
による支出

△987,260 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,200,630 1,270,935

現金及び現金同等物に係る換算差額 420,302 480,189

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △4,186,917 1,139,668

現金及び現金同等物の期首残高 5,617,557 2,863,943

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,430,640 4,003,611
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用については、当社及び一部の連結子会社については当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の

税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効

税率を乗じて計算しております。

決算短信（宝印刷） 2017年08月14日 11時57分 13ページ（Tess 1.50(64) 20160317_01）

ラオックス(株)（8202）　平成29年12月期　第2四半期決算短信



― 12 ―

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年 １月１日 至 平成28年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内リテール
事業

海外事業
その他
事業

売上高

外部顧客への売上高 33,238,571 1,537,478 285,972 35,062,022 ― 35,062,022

セグメント間の
内部売上高又は振替高

6,713 ― ― 6,713 △6,713 ―

計 33,245,285 1,537,478 285,972 35,068,736 △6,713 35,062,022

セグメント利益又は損失
（△）

1,891,137 △304,552 △44,830 1,541,754 △1,087,040 454,713

(注) １ セグメント利益の調整額 △1,087,040千円は、各報告セグメントに分配していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

３．報告セグメントの変更等に関する情報

当第１四半期連結会計期間における中国店舗の全店閉鎖等を踏まえ、従来の「中国出店事業」と「貿易仲介事

業」について、「海外事業」として統合する形に変更いたしました。また、この変更に伴い、従来の「国内店舗事

業」も「国内リテール事業」へ報告セグメントの名称を変更しております。

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年 １月１日 至 平成29年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

計
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２

国内リテール
事業

海外事業
その他
事業

売上高

外部顧客への売上高 27,312,836 559,480 280,875 28,153,193 - 28,153,193

セグメント間の
内部売上高又は振替高

340 31,845 - 32,186 △32,186 -

計 27,313,177 591,326 280,875 28,185,380 △32,186 28,153,193

セグメント利益又は損失
（△）

△62,540 △105,882 △112,064 △280,485 △771,203 △1,051,688

(注) １ セグメント利益の調整額 △771,203千円は、各報告セグメントに分配していない全社費用であります。全

社費用は、主に報告セグメントに帰属しない人件費及び一般管理費であります。

２ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

国内リテール事業において、１年以内に閉店等が予定されている店舗について減損損失76,267千円を計上して

おります。
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